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落
と
し
て
世
界
的
な
知
名
度
が
あ
り
、
美
し
い

日
本
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

合
掌
造
集
落
群
に
は
築
三
〇
〇
年
以
上
の
木

造
で
あ
り
な
が
ら
五
階
建
て
の
民
家
等
、
特
徴

的
な
家
々
が
立
ち
並
び
、
重
要
文
化
財
の
指
定

を
受
け
て
い
る
建
造
物
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
三
大
秘
境
の
一
つ
と
し
て
知
ら

れ
、
一
九
七
六
年
に
重
要
伝
統
的
建
造
物
保
存

地
域
、
一
九
九
五
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
、
年
間
一
七
〇
万
人
（
外
国
人

二
六
万
人
）
の
観
光
客
が
訪
れ
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。

◆
和
田
家

　

そ
の
な
か
で
も
、
和
田
家
は
白
川
郷
で
は
代

表
的
な
合
掌
造
り
住
宅
と
し
て
主
屋
、
土
蔵
等

が
一
九
九
五
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

　

岐
阜
県
最
北
端
の
険
し
い
山
間
地
に
位
置

し
、
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
白
川
郷

は
、
茅
葺
の
合
掌
造
り
の
民
家
が
点
在
す
る
集

れ
て
い
ま
す
。

　

築
三
〇
〇
年
を
超
え
、
現
在
保
存
さ
れ
て
い

る
合
掌
造
り
の
な
か
で
は
最
大
規
模
の
建
築
物

で
、
庭
や
生
け
垣
等
周
囲
の
環
境
の
保
存
状
態

が
良
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

     ◆
ど
ぶ
ろ
く
祭
り
の
館

　

天
下
の
奇
祭
と
呼
ば
れ
る
「
ど
ぶ
ろ
く
祭

り
」
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
祭
礼
に
こ
の
年
に

仕
込
ま
れ
た
「
ど
ぶ
ろ
く
」
が
お
神
酒
と
し
て

奉
納
さ
れ
、
参
拝
者
等
訪
れ
た
人
々
に
も
振
る

舞
わ
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

毎
年
九
月
末
か
ら
十
月
中
旬
に
、
五
穀
豊

穣
・
家
内
安
全
・
里
の
平
和
を
山
の
神
に
祈
願

し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
白
川
八
幡
神
社
境
内
に
あ
る
「
ど
ぶ

ろ
く
祭
り
の
館
」
で
は
、
毎
年
秋
に
行
わ
れ
る

「
ど
ぶ
ろ
く
祭
り
」
の
概
要
や
変
遷
等
貴
重
な

資
料
や
遺
物
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ク
セ
ス
方
法

　

高
山
市
か
ら
東
海
北
陸
自
動
車
道
（
高
山
Ｉ

Ｃ
～
飛
騨
清
見
Ｉ
Ｃ
～
白
川
郷
Ｉ
Ｃ
を
降
り
）

か
ら
Ｒ
一
五
六
を
経
て
白
川
郷
（
村
営
せ
せ
ら

ぎ
公
園
駐
車
場
）
ま
で
。

　

四
五
㌔
㍍
、
約
四
十
分

どぶろく祭りの館

白川郷

合掌造

和田家


